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5 —アッ ラーヘと いざな う ことの 義務 


• アツ ラーヘと いざな うことの 重要性： 

偉大 かつ 荘厳なる アツ ラーは 全ての 法 規定に ついて ク ルアー ンの 中で 一般的な 形で 言及 
され、 そして 預言者 ムハンマド （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） が スンナ 1 の 中で そ 
れらを 詳しく 説明し ました。 

しかし 布教の 努力に 関して 見て みると、 崇高なる アツ ラーは それを ク ルアー ンの 中で 非 
常に 詳しく 説明され ている のが 分かります。 ク ルアー ンで諸 預言者の イ バー ダ （崇拝 行為） 
の 様式 や イブ ラ 1 2 — ヒ 1 — ム （彼に アツ ラ 1 — からの 平安 あれ） への 祈願、 アー ダム （彼に アツ 
ラーからの 平安 あれ） の ハ ツジ （大 巡礼） の 形 や ダー ウー ド （彼に アツ ラーからの 平安 あ 
れ） の サウ ム （斎戒、 いわゆる 断食） の 方法な どが 詳細に 説明され る ことはありませんで 
したが、 イス ラームの 教えを 広める ことに 関しては とても 詳しく述べられて いるので す。 
また ク ルアー ンの 中で 崇拝 熱心で 敬虔な 者の 話は 説明され ていなくても、 以前の 預言者た 
ちの 布教の 話は 大変 詳しく 言及され ています。 

また 預言者 ムーサー （彼に アツ ラーからの 平安 あれ） の 説話は、 ク ルアー ンの 29 分の 1 
にも 及ぶ 分量に おいて 詳細に 説明され ており、 ヌーフ や イブ フ 1 — ヒ 1 — ム 、ム 1 — サ 1 — 、 イー 
サ 1 — 、 フード、 サー リフ、 シュア イプ、 ル 1 — 卜、 ユースフ （彼らに アツ ラ 1 — からの 平安 あ 
れ） といった 諸 預言者 • 使徒の 各々 の 民に 対する 布教に 関する 話 も 同様に 詳しく 取り上げ 
られ ています。 それは この イス ラーム 共同体が アツ ラーへの いざない を 担う 責任を 負って 
いると 同時に、 彼ら 諸 預言者を その 手本と する ためな のです。 

拳 布教 最初の 日： 

イス ラームの 歴史に おいて、 信仰心の 基盤の 建設と その 強化、 そして 法 規定の 制定との 
間には 長い 時間 的 断絶が 存在 します。 しか し 信仰心の 基盤の 建設 とその 強化と 布教の 間に 
は、 そのような 断絶は 存在し ませんで した。 それと いうの も イス ラーム 共同体が 諸 預言者 
同様に、 アツ ラーへの いざない を 担う 責任を 負って いるから なのです。 

また 全ての 預言者は その 民に 信仰心を 説いた 後に 法 規定を 教示した ものです が、 偉大 か 
つ 荘厳なる アツ ラーは 預言者 ムハンマド （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） を 遣わさ 
れた 際、 その 民に 信仰心を 説いた 後には イス ラームの 布教を 教示す るよう 命じられました。 


1 訳者 注： 預言者 ムハンマド （彼に アッ ラーの 祝福と 平安 あれ） の 言動 や、 彼の 認証した こと。 ムス リム 
は 可能な 限り、 彼の スン ナを 踏襲す るべき であると されて います。 
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それと いうの も イス ラーム 共同体は それ 自 体が 預言者た ちの ように、 アツ ラ ーへの い ざな 
いと 共に 遣わされ たからな のです。 


• ムス リムの 責任： 


偉大 かつ 莊 厳な る アツ ラーは イス ラーム 共同体を 他の 共同体から 選りす ぐられ、 その 宗 
教と 布教で もって 栄誉 高く 高貴な ものと され ま した。 ゆえに イス ラームの 教えへの いざな 
いは 全ての ムス リム 男女の 義務で あり、 全 ムス リムは 各々 の 知識と 能力に 応じて それを 行 
うのです。 ゆえに アツ ラーヘと 人々 をい ざな うことは イス ラーム 共同体の 責任で あり、 か 
つ 必要性で ある という こと も 出来ます。 

1— 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました：- 言え、 「これ こそは 私と 私に 追従す る 者たち 
が、 慧眼を もって アツ ラーヘと いざな うと ころの 道で ある。 崇高なる アツ ラーよ。 私は シ 
ルク 2 の 徒では ない の だ。」， （ク ルアー ン 12 : 108) 

こ の 御言 葉は 昼夜な どの 時間 を 特定 されても いな ければ、 ま た 東西南北な ど 場所 も 限定 
さ れても いません。 ま た 対象が アラ ブ人 かそう でない かな どと いう 人種に 関しても 限定 さ 
れ ていなければ、 老若男女 や 白い か 黒い かな どに 関しても 同様です。 また 対象が 指導者で 
あるか 奴隸 であるか、 また は 金 持 ちか 貧しい 者 かな どと いう 階層の 特定 もされて はい ませ 
ん〇 

ゆえに アツ ラーへの いざない は 全ての 人々 に対する 義務で あり、 また イス ラームを 受け 
入れた 者 もまた その 義務を 負います。 というの も 彼らは 預言者 ムハンマド （彼に アツ ラー 
からの 祝福と 平安 あれ） の 共同体に 属し、 かつ 彼への 追従 者と なった からな のです。 

2 — 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました：- これは 彼らが それでもって 警告され、 かれ （アツ 
ラー） こそが 真に 崇拝され るべき 唯一の 存在で ある 事を 知り、 知識 ある 者たち が 熟慮す る 
ための 人々 への 伝達で ある。， （ク ルアー ン 14 : 52) 

3 —アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 別れの ハ ツジの 際、 イード 
の 日に 全ての 信仰者-アラブ 人と 非 アラブ 人、 男性と 女性、 肌の 白い 者と 黒い 者、 富める 
者と 貧しい 者、 指導者と 奴 隸-に 向かって こう 説教し ました： 「この 場に いた 者は、 この 場 
に 居合わせなかった 者に 伝える の だ。 もしかすると この 場に いた 者は、 自分自身よりも 見 
識 高い 者に 伝達す る こと になる かも しれない の だから。」 （アル =ブ ハーリーと ムス リ ムの 
伝承 3) 


2 訳者 注： 詳しくは 「タウ ヒー ドと イー マーン」 の 章の 「シルクと その 種類」 の 項を 参照の こと。 

3 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （ 6 刀、 サ ヒー フ .ムス リム （1679)。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 
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4 — アブ ドッ ラー. ブン .アム ル （彼らに アッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （彼 
に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「例え ク ルアー ンの 1 句で もよ いから、 
私から （の メッセージを 人々 に） 伝える の だ。 そして イスラエルの 民から （伝え聞い たこ 
とを） 話し 伝えても、 問題は ない。 しかし 故意に 私が 言っても いない ことを 伝える 者には、 
その 座を 地獄の 業火の 中に 占めさせる がよ い。」 （アル ニ ブ ハーリーの 伝承 4 ) 

5 — アッ ラーの 御言 葉を 興隆させる ことに おいて 努力を 払い、 それを 広める 者には お導き 
が あるで しよう。 崇高なる アッ ラーは こう 仰ら れ ました：- そして われら （アッ ラーの こ 

と） ゆえに 努力 奮闘す る 者は、 必ずや われらの （もとに 到達す る） 道へ と 導いて やろう。 
アッ ラーは 実によ く 服従す る 者たち と共に あるの だ。， （ク ルアー ン 29: 69) 

• 真に アッ ラー ゆえに 努力 奮闘 するとい うことは: 善行を 完遂し、 かれ ゆえに 全てを 捧げ、 

ま た 死が 訪れ る その 時 ま で 教え を 遵守 し 身を 正す こと です。 

正しい 導き こそは、 アッ ラーの 宝庫の 中で も 最も 高価な ものです。 アッ ラーは それを 数 
ある 者たち の 中で も、 それを 求めて かれの 道に おいて 努力 奮闘す る 選び 抜かれた 精鋭に し 
か、 お与えには なられません。 彼ら こそは アッ ラーが その 導きに 叶う 者と 見なされた 者た 
ちで あり、 また 信仰者です。 これ こそは 偉大 かつ 莊 厳なる アッ ラーが、 ムス リムに 毎日の 
義務の サラ ー （礼拝） において 17 回 それを 求める ことを 命じられた ゆえんな のです：- 私 
たちを 真っ直ぐな 道へ とお 導き 下さい。 あなたの お怒りを 受けた 者たち や 迷い 去った 者た 
ちの それでは なく、 あなたが 恩恵を 与えられた 者たち の 道へ と。， （ク ルアー ン 1:6—7) 

• アッ ラーの 御言 葉を 興隆させる ベく 努力す る こと： 

アッ ラーの 御言 葉を 興隆させる ベく 努力す る ことには、 3 つの 段階が あります： 

1 一 不信仰 者が 導かれるべく、 彼らに 対して 払われる 努力 ： 崇高なる アッ ラーは 仰ら れま 

した：- いや、 彼ら （不信仰 者たち） は 彼 （ムハンマド） がそれ （ク ルアー ン） を でっち 
上げた などと 言って いる。 そうでは なく、 それ こそは あなたの 主からの 真理な の だ。 あな 
たは （それでもって、） あなた 以前に 警告 者が まだ 遣わされて はいない 民が 導かれる ように 
と、 警告を 与える ので ある。， （ク ルアー ン 32: 3) 

2 —アッ ラーの 命に 従わない ムス リ ムを 従順な 者と し、 また かれに 対して 不注意な 者を か 
れを よく 念じる 者と する ために 払われる 努力： 崇高なる アッ ラーは 仰ら れ ました ：- そし 

て あなた 方の 内から、 よき ことへ とい ざない、 善を 命じて 悪を 禁じる ウン マ （共同体） を 
誕生させる の だ。 彼ら こそは 成功者な ので ある。， （ク ルアー ン 3: 104) 


4 サ ヒー フ. アル =ブ ハーリー （3461)。 
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3 —正し く 敬虔な 者を 他人を も 正す 者と し、 また アツ ラーと 来世を よく 念じる 者を 他人に 
対しても それを 想起させる 者と する ために 払われる 努力： 

崇高なる アツ ラーは 仰ら れ ました：- 時に かけて。 実に 人間は 破滅の 中に ある。 
信仰し 善行に 励み、 互いに 真理を 勧め 合い、 （そこに おいて） 忍耐を 勧め 合う 者 
たちの 他は。， （ク ルアー ン 10 3 : 1—3) 

また 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました：- ゆえに 訓戒を 与えよ。 実に あなたは 訓戒 
を 与える 者な ので ある。， （ク ルアー ン 88: 21) 

• 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の教 友たち （彼らに アツ ラーの ご 満悦 あ 
れ） は 布教の 義務と そこに おける 徳を 知る と、 布教と 教育の 分野に おいて 競って 努力し 
ました。 また アツ ラーの 御言 葉の 興隆の ために 努力し、 世界中に それを 広めた のです。 
彼ら は 英知 とよき 訓戒を も って、 ま た 人々 への 慈悲と 同情の 念を 抱きつつ アツ ラーヘと 
いざ なった のです。 その 詳細は ハ ディース （預言者の 伝承） や 預言者 伝の 中で 垣間見る 
ことが 出来る でしよう。 

至高の アツ ラーは 仰ら れ ました：- 英知と よき 訓戒を もって、 あなたの 主の 道へ とい ざ 
なえ。 そしてよ き 手法を 用いて 彼らと 議論す るの だ。 実に あなたの 主は その 道を 迷い 外れ 
た 者の こと も、 よく 導かれた 者の こ ともよく ご存知で ある。， （ク ルアー ン 16 : 125) 

• アツ ラ ーへ •とい ざな うことの 義務： 

アツ ラーヘと いざな うことは、 その 知識と 能力に 応じて 各 ムス リ ムの 義務と なります。 

1— 知識を 有する 者は 自らの 力で 真理を 明らかにし、 人々 を 真理への 追従へ とい ざない ま 
す。 不信仰 者の 暴君 フィル アウン （ファラオ） の 徒党の 内の ある 信仰者が、 次のように 言 

った 通りです：- そして （フィル アウンの 徒党の 内で） 信仰して いた 者が、 こう 言った： 「民 
よ、 私に 従う の だ。 そうすれば 私は あなた 方を 正しく 導く であろう。 民よ、 この 現世での 
生活は （刹那的な） 享楽に 過ぎない。 そして 来世 こそは 永劫の 住まいな ので ある。」， （ク 
ルアー ン 40 : 38-39) 


2 一一 方 十分な 知識を 有さない ムス リ ム は、 人々 を 預言者 や 知識を 有する 者たち への 追従 
へと いざない ます。 ク ルアー ンの ヤー スイ ーン 章に おいて、 アツ ラーが 次のように 言及 さ 
れ ている 者が そのよい 例でしょう：- 町外れから 1 人の 男が 急いで やって来 ると、 言った： 
「民よ、 （アツ ラーから） 遣わさ れた 者たち に 従え。 あなた 方 か ら 何の 見返り も 要求し ない、 
導かれた （人々 である） 彼らに 従う の だ」。， （ク ルアー ン 36 : 20— 21) 
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こう して 全ての 者は アツ ラ ーへ •と、 そして 何ものを も 併置す る ことなく アツ ラーの みを 
崇拝す る ことへ とい ざない ます。 

知識を 有する 者は 自ら 人々 に 真理を 説明 し、 そう でない 者は ア ツ ラーの 被 造 物の 内で も 
最も 知識の 優れた 者たち である 学者への 追従へ とい ざな う のです。 

參 イス ラーム 共同体の 役割： 

アツ ラーヘと いざな うことは イ ス ラーム 共同体 全体の 義務です が、 法 規定に 関する 問題 
においての 回答に 関しては それに 関する 知識を 備えて いる 者が 行います。 そして 知識の な 
い 者は 回答を 求める 者に 対し、 知識と 理解、 情報量に おいて アツ ラーが 特別な 恩恵を 与え 
て 下さった 学者たち を 紹介す るよう にします。 何ら かの 善へ と 道を 示して やる 者は、 その 
善を 行った 者が 得る 報奨と 同様の ものを 得る のです。 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 
平安 あれ） の教 友たち は 法 規定の 問題に 関して 挙って その 回答を 求めた ものです が、 彼ら 
の 内で その 回答を 与える ことが 出来た のは ムアー ズや アリー、 ザイ ド •ブン •サー ビトや 
イブ ン •アツ バース （彼らに アツ ラーの ご 満悦 あれ） ら など、 ごくわず かでした。 

ゆえに 誰もが 法 規定の 問題に 回答 出来る わけではありません。 しかし 布教は それとは 違 
い、 その 知識に 応じて- それが 例え ク ルアー ンの 1 句 だけであった と しても- 誰もが 行う 
ことが 出来る のです。 

法 規定の 問題に 回答を 与える のは、 その 専門家で ある 学者たち です。 崇高なる アツ ラー 

は 仰ら れ ました：- もし 知らない のなら、 （知識を 有する） 訓戒の 民に 訪ねて みるが よい。， 

(ク ルアー ン 16 : 43) 


しかし 布教 や 勧善懲悪は、 その 知識 や 能力 や 知恵に 応じて イス ラーム 共同体の 全ての 者 
に 課せられます。 そして 現実に 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の教 友たち 
は、 サラ ー （礼拝） や ザカー （義務の 浄財） や サウ ム （斎戒、 いわゆる 断食） などの 法規 
定が 定め られる 以前に 布教を 行って いたのです。 犠牲の 精神と ア ツ ラーの 御言 葉を 興隆 さ 
せる こと における 努力 こそは イ ス ラーム 共同体の 気質で あり、 行いは その 量では なく 質に 
よって 判断され るので す。 

1— 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました：- 言え、 「これ こそは 私と 私に 追従す る 者たち 
が、 慧眼を もって アツ ラーヘと いざな うと ころの 道で ある。 崇高なる アツ ラーよ。 私は シ 
ルタの 徒では ない の だ。」， （ク ルアー ン 12 : 108) 

2 — 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました：- そして 男女の 信仰者は 互いに 同士で ある。 （彼ら 
は） 善行を 勧め 悪を 禁じ、 サラ ー (礼拝） を 行い、 ザカー (浄財） を 施す。 そして アツ ラ 
一と その 使徒に 従う。 彼ら こそは アツ ラーが ご 慈悲を かけられる 者たち。 実に アツ ラーは 
強大 かつ 公正な お 方で ある。， （ク ルアー ン 9 : 71) 


6 



• アツ ラ ーへ •とい ざな うこと を 放棄す る ことに 対する 懲罰： 


1— イス ラーム 共同体の 生活に おいて 最初に 出現した ものは、 まず 布教に おける 努力、 そ 
して 自己犠牲の 精神、 それから 簡素な 生活でした。 しかし イス ラームの 敵は、 これらの 特 
質を イス ラーム 共同体の 生活の 中から 消し 去る ことに おいて 努力し ました。 こう して 状況 
は 反転し、 ムス リムたち の 努力と 犠牲 精神は 現世へ と 向けられ 始めました。 そして 人々 は 
贅沢に 身を やつし、 また 社会は 姦淫 や リバ ー 5 や 飲酒を 禁じたり はしても アツ ラーへの いざ 
ない の 放棄を 禁じたり はしない よう な 状態に 陥って しまい ま した。 つまり 本来の イ スラ ー 
ム 共同体の 形から 遠の いて しまった のです。 

2 — 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） 及び その 教 友の 時代、 イ バー ダ （崇拝 
行為） と 布教は イス ラーム 共同体の 構成員 全ての ものでした。 しかし その後 イ バー ダは イ 
ス ラーム 共同体 全体の ものと して 残存した ものの、 布教に 関しては その内の 一部の 者たち 
のみに 限られる ものと なって しまった のです。 そして 後世の イス ラーム 共同体を 正しい 状 
態に 維持す る ものは、 以前の それを 正しい 状態に していた もの だけな のです。 

# 全 ムス リ ム 男女の 義務： 

全 ムス リム 男女には、 以下の 2 つの ことが 義務付けられます： 

1— 第 1 の 義務： 宗教と、 アツ ラーに いかなる ものを も 並べる ことなく イ バー ダ （崇拝 行 
為） する ことに 基づいた 行動。 そして かれと かれの 使徒への 服従と、 かれの 命令を 遂行し 
かれに 禁じられ たこと を 回避す る こと。 

1— 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました：- そして アツ ラーを 崇拝し、 かれと 共に 何ものを も 
配して はならない。， （ク ルアー ン 4: 36) 

2 — また 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました：- 信仰者た ちよ、 アツ ラーと その 使徒に 従 
え。 そして （使徒に 下された 啓示を） 耳に しながら も、 彼に 背いて はならない。， （クル 

アーン 8 : 20) 

2 —第 2 の 義務： アツ ラーヘと いざない、 勧善懲悪を 行う こと。 

1— 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました：- そして あなた 方の 内から、 よき ことへ とい ざない、 
善を 命じて 悪を 禁じる ウン マ （イス ラーム 共同体） を 誕生させる の だ。 彼ら こそは 成功者 
なので ある。， （ク ルアー ン 3: 104) 


5 訳者 注： 詳しくは 「ムアー マ ラート」 の 章の 「4 .リパー」 の 項を 参照の こと。 



2 — アブ ド ツ ラー. ブン .アム ル （彼らに アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （彼 
に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「例え ク ルアー ンの 1 句で もよ いから、 
私から （の メッセージを 人々 に） 伝える の だ。」 （アル =ブ ハーリーの 伝承 6 ) 


3 — アブー. サイード. アル =フ ドウ リー （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アツ 
ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「悪事を 目に した 者は、 
その 手を もって それを 矯正せ よ。 そしても しそう 出来ない のなら、 舌で もって 矯正せ よ。 
そしても しそれ も 出来ない ので あれば、 心で もって 矯正す るよう にせよ。 そして それは 信 
仰 心の （段階の 中で も） 最 弱の それで ある。」 （ムス リムの 伝承 7 ) 

• 時間を 利用す る ことの 理解： 

偉大 かつ 莊 厳なる アツ ラーは 信仰者の 生命と 財産と 引き換えに 報奨を 与えて 下さり、 ま 
た それに よって 天国を 授けて 下さいます。 ゆえに ムス リムは その 時間を、 預言者 （彼に ア 
ツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） が 過ごした ような やり方で 過ごすべき です。 つまり 偉大 か 
つ 荘厳なる アツ ラーに 対する 義務を 全うし、 また ウド クー 8 や 食事、 就寝の 際な ど あらゆる 
状況に おいて、 毎日い かなる 時 も その 主の 命に 服して いるべき です。 そして その 時間の 一 
部を 日々 の糧の 稼ぎ や 生活に 当てるべき なのです。 

また 人々 が アツ ラーを 崇拝し タク ヒー ド 9 を 達成 するべく、 その 時間の 多く を アツ ラーへ 
のい ざない に 費やすべき です。 そして それを 終えた か、 あるいは それが 首尾よく 行かな か 
ったり したら、 更 なる 知識を 蓄えたり、 あるいは 宗教 知識を 他の ムス リムへ 教授した りす 
るよう にします。 

そして それが 終わったり、 あるいは 教授 や 学習に おいて 上手く 行かなかったり したら、 
その 時は 他の ムス リムを 援助したり、 その 手伝いを したり、 あるいは 善と タク ワー 1〇 におい 
て 互いに 助け合ったり します。 

そして それ も 終わったり、 あるいは 上手く 行か なったり したよう な 場合、 スン ナ 11 である 
任意の イ バー ダ （崇拝 行為） やク ルアー ン 朗誦、 ズイ クル （アツ ラーの 唱 念） などの 善行 


6 サ ヒー フ. アル =ブ ハーリー （3461)。 

7 サ ヒー フ. ムス リム （49)。 

8 訳者 注： イス ラームに おいて 定められた ある 一定の 形式に おける、 心身の 清浄 化を 意図した 体の 各部 位 
の 洗浄。 

9 訳者 注： 詳しくは 「タウ ヒー ドと イー マーン」 の 章の 「タウ ヒー ドと その 種類」 の 項を 参照の こと。 

10 訳者 注： 「タク ワ ー」 は 「自らを 守る」 という 動詞の 名詞 形。 つまり アツ ラーを 畏れ、 また その お怒り 
と 懲罰に つなが るよう な 行い-つまり かれが 命じられた ことに 反したり、 あるいは 禁じ られた 事柄を 犯し 
たりす る ことな ど- を 避ける ことで、 自らの 身を アツ ラーの お怒り や 懲罰から 守る ことを 意味し ます。 

11 訳者 注： 預言者 ムハンマド （彼に アツ ラーの 祝福と 平安 あれ） の 示した 手法 や 道の こと。 ムス リ ムは 
可能な 限り、 彼の スン ナを 踏襲す るべき であると されて います。 
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や アツ ラーへの お近づきが 望める ような 行いに 勤し むように します。 こう して ムス リ ムは 
いかなる 状況に おいても、 人々 に とってより 広範な 利益を 提供す るので す。 


• 布教の 対象の 種類と、 その 布教の 方法： 

人は 皆 異なって います。 そして 以下に 示す ように、 布教す る 対象の 意識 や 行動の 相違に 
よって 布教の 方法 も 異なって きます： 


1— 信仰心が 弱く、 また 法 規定に も 疎い 種類の 対象： 

このよう な 種類の 者に 対しては 嫌が ら せな どを 受けても 辛抱 しつつ、 十分な 優 しさと 柔 
軟 さを もって 布教し 啓蒙す るよう にします。 また 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 
あれ） が ある 遊牧民の 男に 対してした ように、 温和な 指導を 施す ようにし ます。 

アナス （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「私たちが アツ ラーの 使徒 （彼に ア 
ツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） と モスクに いる 時、 1 人の ベドウィンの 男が やって来て、 モ 
スタの 中で 立 小便を しました。 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の教 友たち 
は 言いました：" おい、 やめろ、 やめろ！" すると 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 
あれ） はこう 言いました：" 中断させる のでは ない。 放ってお くの だ。" それで 彼らは 男が 
用を 終える まで 待った のです。 

それから 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 男を 呼び、 こう 言いました？ モ 
スク という ものは、 このような 小便 や 汚れには そぐ わない の だ。 モスクは 偉大 かつ 荘厳な 
る アツ ラーを 念じたり、 サラ ー （礼拝） をしたり、 ク ルアー ンを 読んだり する 場所な の だ 
そ'。' , それから 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は ある 者に 命じて バケツ 1 杯 
の 水を 持って来させ、 それを （小便の 場所に） 撒かせました。」 （アル =ブ ハーリーと ムス 
リ ムの 伝承 巧 

2 — 信仰心は 弱い が、 法 規定に 関する 知識を 有する よう な 種類の 対象： 

このよう な 種類の 対象に 布教す る 場合には、 英知と よい 訓戒を もって 行わなければ なり 
ません。 また その 者の 信仰心が 増大して 主に 服従す るよう、 また その 罪から 悔悟す るよう、 
アツ ラーに 祈願す るよう にします。 

アブー. ウ マー マ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「ある 若者が 預言者 （彼 
に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の もとに やって来て、 こう 言いました：" アツ ラーの 使 
徒よ、 私が 姦淫す る ことを お許し 下さい。" すると 人々 が やって来て、" おい、 やめない か！" 
と 言いつつ、 彼を 押さえました。 すると アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 
あれ） は 言いました：" 続けさせよ。" それで 若者は 彼に 近寄る と、 腰を下ろしました。 預 

12 サ ヒー フ .アル =ブ ハーリー （219)、 サ ヒー フ .ムス リム （285)。 文章は ムス リムの もの。 
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言 者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） はこう 言いました：" お前は 自分の 母親が 赛淫 
する ことを 望む のか？" 若者は 言いました：" いいえ、 アツ ラーに 誓って。 アツ ラーが 私の 
命を あなたの ために 捧げられます よう。" （預言者は） 言いました：" 同様に、 他の 人々 も 彼 
ら の 母親が そん な ことを する のを 望まない の だ。" 

そして 続けて 言いました f それでは、 お前は 自分の 娘が 姦淫す る ことを 望む か？" 若者 
は 言いました：" いいえ、 アツ ラーに 誓って。 アツ ラーが 私の 命を あなたの ために 捧げられ 
ますよう。" （預言者は） 言いました：" 同様に、 他の 人々 も 彼らの 娘が そんな ことを する の 
を 望まない の だ。" 

(預言者は） 続けて 言いました：" それでは、 お前は 自分の （父方の） おばさんが 姦淫す 
る ことを 望む か？" 若者は 言いました：" いいえ、 アツ ラーに 誓って。 アツ ラーが 私の 命を 
あなたの ために 捧げられます よう。" （預言者は） 言いました：" 同様に、 他の 人々 も 彼らの 
(父方の） おばさんが そんな ことを する のを 望まない の だ。" 

(預言者は） 続けて 言いました：" それでは、 お前は 自分の （母方の） おばさんが 姦淫す 
る ことを 望む か？" 若者は 言いました：" いいえ、 アツ ラーに 誓って。 アツ ラーが 私の 命を 
あなたの ために 捧げられます よう。" （預言者は） 言いました：" 同様に、 他の 人々 も 彼らの 
(母方の） おばさんが そんな ことを する のを 望まない の だ。" 

それから 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 彼の 頭に 手を 置いて、 こう 言 
いました f アツ ラーよ、 彼の 罪を お赦し 下さい。 彼の 心を お清め 下さい。 そして 彼の 貞操 
を 堅固な ものと して 下さい。" 

そして その後、 その 若者の 心は 不用意な ことで 揺らぐ ことはありませんでした。」 （アフ 
マ ドの 伝承 13 ) 


3 — 信仰心は 強いが、 法 規定には 疎い 種類の 対象： 

このような タイプには、 直接法 規定と 罪を 犯す ことの 危険性に 関する 説明と、 その 者が 
陥って いる 悪事の 矯正に 入ります。 

イブ ン .アツ バース （彼らに アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アツ ラーの 使徒 （彼に 
アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は ある 男の 手に 金の指輪が はめられて いるのを 見て、 そ 
れを 抜き取る と 放り 投げました。 そしてこう 言いました：‘ 「 一体 焚き火から 燃えさし を 取 
って、 それを 手に つける ものが いよう か？" そして アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 
祝福と 平安 あれ） がそ こを 去った 後、 ある 者が 件の 男に こう 言いました：" （さっき 放り 投 
げられ た） お前の 指輪を 拾って、 何 かに 利用し ろよ。" すると 男は 言いました 丨' いや。 ア 
ツ ラーに 誓って、 私は それを 決して 手に すまい。 アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝 
福と 平安 あれ） が 放り 投げた 物な の だから。"」 （ムス リムの 伝承 1勺 


13 真正な 伝承。 ムス ナ ド. アフ マド （22564)。 アツ = スイ ル スイ ラト. アツ =サ ヒー ハ （370) 参照の こ 
と。 

14 サ ヒー フ .ムス リム （2090)。 
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4 — 信仰心が 強く、 かつ 法 規定に 関する 知識 も 備えた よう な 種類の 対象： 


このような 者には 何の 言い訳の 余地 もな く、 その 過ちを 力を もって 正します。 また その 
悪事に おいて 他人の 悪い 見本と ならない よう にす るた めに も、 既述の 者たち より も 厳しい 
態度で もって 対します。 

十分な 信仰心と 知識を 備えて おり、 また 正当な 理由がない にも 関わらず、 タブークの 役 
の 際に 出征の 命に 応じなかった 3 人が その 良い 例です。 彼ら- ヒラー ル •ブ ン. ウ マイヤ、 
マラー ラ. ブン .アツ = ラ ビー ゥ、 カ アブ •ブン •マー リク （彼らに アツ ラーの ご 満悦 あ 
れ） は 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 命に より、 アツ ラーが お赦 しにな 
るまで 人々 から 50 夜に 渡る 関係 断絶の 憂き目に 遭いました。 この 話の 詳細は アル =ブ ハー 
リーと ムス リ ムの 真正 伝承 集に 取り 上げられて います。 巧 

至高の アツ ラーは 仰ら れ ました：- そして （戦役に 出征せ ず） 後に 残った 3 人に 対して 
も （、 アツ ラーは お赦 しに なられた)。 （彼らは 村八分に され、） 大地は その 広大 さに も 関わ 
らず 彼らには 狭く 感じられ、 また 心苦しい 思い もした。 そして 彼らは、 アツ ラー 以外には 
避難す る 場所がない ことを 確信した。 それから アツ ラーは 彼らが （真に） 悔悟す るよう、 
彼らを お赦 しに なられた。 実に アツ ラーは よく お赦 しに なられ、 慈悲 深 V ヽお 方で あられる。， 
(ク ルアー ン 9 : 118) 


5 — 信仰に ついても 法 規定に ついても 無知な 種類の 対象： 

このような 者に 関しては まず 「ラー •イラ ー ハ •イツ ラツ ラー （アツ ラーの 他に 真に 崇 
拝すべき ものは なし)」 という 証言へ とい ざない、 また アツ ラーの 美名と 属性、 かれの 吉報 
と 警告、 かれのみ しるしと 恩恵に ついて 教え、 その 偉大 さとご 威力、 そして 創造と 命令は 
アツ ラーの みに 属する ことを 説明し ます。 そして その 心に 信仰心が 宿ったら サラ ー （礼拝）、 
ザカー （浄財)、 という 風に 徐 々に 法 規定に ついて 教える ようにし ます。 

イブ ン .アツ バース （彼らに アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （彼に アツ ラー 
からの 祝福と 平安 あれ） は ムアー ズを イエメンに 派遣し、 こう 言いました： 「あなたは 啓 典 
の 民の もとへ 赴く の だ。 それゆえまず 最初に 彼らを、 アツ ラーの イ バー ダ （崇拝 行為） へ 
とい ざな うの だ。 そしても し 彼らが アツ ラーを 知ったら、 今度は アツ ラーが 彼らに 昼夜 5 
回の サラ ーを 義務付けられた ことを 教えよ。 そしても し 彼らが それを 行い 始めたら、 今度 
はアツ ラーが 彼らに 彼らの 財産から、 貧者に 施されるべき ザカー （浄財） の 拠出を 課せら 
れ たこと を 教えよ。 そしても し 彼らが それを 拠出した のなら、 それを 受領す るの だ。 但し 
人々 の 高価な 財産は 避ける ようにせ よ。」 （アル =ブ ハーリーと ムス リ ムの 伝承 岣 

• アッ ラーヘと いざな う 者の 状況： 


15 サ ヒー フ .アル =ブ ハーリー （4418)、 サ ヒー フ .ムス リム （2769)。 

16 サ ヒー フ .アル =ブ ハーリー （1458)、 サ ヒー フ .ムス リム （19)。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 
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偉大 かつ 莊 厳な る アツ ラーは 人々 を かれへ とい ざな う 者の 面倒を ご覧に なり、 ま た 順境 
と 逆境に よって 彼を 試練に かけられます。 そして 人々 の 内の ある 者は 彼を 支持し、 援助す 
るで しようが、 また ある 者は 彼を 放逐し、 嘲笑す るでしょう。 


アッ ラーヘと いざな う 者には 2 つの 状況が 考え られ ます： 

つまり マデイーナ における 預言者 ムハンマド （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 
ように 人々 から 受け入れられる 状況と、 夕 一 ^ f フ における 彼のよう に 人々 から 拒否され る 
状況です。 アッ ラーは 時には 布教 者 g 身を 育成され、 また 時には 布教 者を もって 他の 者た 
ちを 育成され るので す。 

しかし 人々 から 受け入れられる 状況 こそは、 布教に おいてより 厳しく 危険です。 という 
の も そのような 状況に おいて、 その 者の 心には 自惚れが 生じる かもしれ ないから です。 ま 
た 高い 地位が 与えられ、 それを 甘んじて 受け入れる ことで- アッ ラーが ご 慈悲を かけて 下 
さらない 限り - 破滅の 道を 迪る こと もあります。 これ こそは 布教 者を 宗教から 放逐して 現 
世 や 物質 や 高い 地位の 獲得な どに 勤し ませよう とする、 シャイ ターン の 策謀に 他な り ませ 
ん〇 

一方 布教に おいて 人々 から 拒まれ、 背かれる 状態は 布教 者に とってより 好ましく、 強力 
な ものと 言えます。 というの も そこに おいて 布教 者は アッ ラーヘと 向かい、 かれへ と 前進 
し、 かれを 常に 意識し、 そうする ことで アッ ラーからの ご 援助を 授かる からです。 それは 
ちょうど 預言者 ムハンマド （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） が ター イフの 人々 から 
散々 な 仕打ちに あって 追い出されて その 辛苦から アッ ラーに 一心に 祈った 際、 天使 ジブ リ 
ー ルと 山の 天使が 援助 者と して 彼の もと に 遣わされ、 それから マッカに 無事に 帰還す る こ 
とに 成功し、 また イスラー ウ 17 と ミイ ラージュ 18 という 恩恵を 受け、 マデイーナ へと ヒジュ 
ラ I 9 して イス ラームの 興隆を 見た ことによ い 例を 見出す ことが 出来ます。 


• ドウ アー （祈願） と ダァワ （布教） の 両立： 

アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 時には; >7 レク 2 〇 の 徒に 対して 災 
いを 祈り、 ま た 時には 彼 らが 正しく 導かれる よう 祈った もので した。 


17 訳者 注： 預言者 ムハンマドが、 1 晚で マッカから エルサレムまで 移動した 奇跡の 「夜の 旅」 の 事を 指 
しています。 

18 訳者 注： いわゆる 昇天の こと。 上記 注に も ある 通り、 預言者 ムハンマドは マッカから エルサレムまで 
奇跡の 「夜の 旅」 をし、 そこから 大 天使 ジブリールに 伴われて 天界を 訪問し ました。 

19 訳者 注： ムス リムが マッカから マディーナへ、 宗教 迫害を 回避して 移住した 出来事。 いわゆる 「聖 遷」 
のこと。 

20 訳者 注： 詳しくは 「タウ ヒー ドと イー マーン」 の 章の 「シルクと その 種類」 の 項を 参照の こと。 
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前者は 彼ら が 強勢で ある 時 や 彼ら の 迫害が ひ どくな っ た 時で あり、 例えば 塹壕の 役 2 1 の 際 
に 彼らが ムス リム 軍が サラ ー （礼拝） する のを 阻んだ 時、 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝 
福と 平安 あれ） は 彼ら に 対 して 災いが 降り かかる のを 祈り ま した。 

アリー （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「部族 連合の 日々 （塹壕の 役の こと）、 
アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） はこう 言いました：" アツ ラーが 彼 
らの 家と 墓を 炎で 満たされ るよう。 彼らが 私たちを 多忙に したせ いで、 私たちは アスル （午 
後 遅くの サラ ー） を 日没まで 出来なかった の だから。"」 （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝 
承 22 ) 


一方 後者は 彼 らの イス ラーム 改宗と、 偉大 かつ 莊 厳なる ア ッ ラーの 宗教の 下に 彼ら の 心 
が 1 つになる ことを を 望んだ 場合の ことでした。 

• 布教す る 者の 類型： 

布教す る 者たち には いくつかの 類型が あります： 

1— 偉大 かつ 莊 厳な る アッラ ーへ とい ざな う 者た ちの 人格に 影響 され、 自ら も 布教す る 者 
たち。 しかし このような 者たち の 中には、 布教 者の ある 者との 間に 問題が 生じた 際に 布教 
を 放棄し、 それ どころ か 布教に 敵対す るよう な 場合が あります。 このような ことが 起きる 
としたら、 それは 布教の 目的に 何ら かの 欠陥が あった ことを 意味して おり、 それゆえに ア 
ッ ラーが そ の 者 を 布教 か ら 背かせら れた の だと 言える でしよう。 

2 — 布教す る ことに 自らの 問題の 解決 や、 自 らの 願望の 実現を 見出した ゆえに 布教す る 者 
たち。 しかし このような 者たち の 中には その 状況が 改善され たり、 生活の 羽振りが 良くな 
っ てきた 際には 布教を そっちの けにして しま う 場合が あり ます。 このよう な ことが 起きる 
と したら、 それは 何ら かの 欠陥を 伴う 目的を もって 布教に あたった ことを 意味して おり、 
それゆえに ア ッ ラーが その 者を 布教から 背かせられ たの だと 言える でしよう。 

3 — 布教に おける 善行 や 来世での 報奨を 望んで 布教す る 者たち。 しかし このような 者たち 
の 中には 報奨 そのものが 目的と なって しまい、 自分の こと 以外には 目が 向かな く なって し 
まう 場合 もあります。 このような 者は も し 布教 以外で もっと 楽に 多く の 報奨が 得られる よ 
うな 善行を 見つけたら、 布教を 放棄して しまう でしよう。 


21 訳者 注： 「塹壕の 役」 とは ヒ ジュラ 暦 5 年に、 マディーナの 偽 信者たち や ユダヤ教 徒 クライザ 部族の 姦 
計と 協力を もと に マ ッカ 軍が 部族 連合を 結成し、 10000 を 超える 兵を もって マディ ーナを 包囲 した 出来事。 
物質的 戦力に おいて 圧倒的に 劣る マディーナ 軍は ペルシャ 人 サル マーンの 提案した 当時の アラブ 社会では 
斬新 的な 塹壕と いう 戦略を もって 対峙し、 アッ ラーの 御 力を もって 敵軍を 退却 させ ま した。 

22 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （2931)、 サ ヒー フ .ムス リム （627)。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 
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4 一 布教が 偉大 かつ 荘厳なる アツ ラーからの 命で ある ゆえに 布教す る 者たち。 このような 
者たち は 布教が アツ ラーの 命で ある ゆえに イ バー ダ （崇拝 行為） を 行って いるので あり、 
完全な 目的を 備えて いると いえます。 アツ ラーは このような 者を 堅固に され、 また ご 援助 
なされ、 そして 布教と その 命を 遂行す る ことに おいて その 能力を 発揮 させて 下さる でしよ 
う。 そして これ こそは 最も 栄誉 高い 位階な のです。 
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